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民主党政権の目玉政策であった戸別所得補償は、問題だ
らけで農家が期待したものとはなっていません。民主党政
権はこれらの問題を直視し、すぐに是正すべきです。

民主党の戸別所得補償は、１俵60㌔１万３７０３円で米をつくれと

いうようなもので、全く不十分です。さらに民主党政権は、米価を支え

るための政府買い入れも行わずに、09年産米の暴落を放置。 暴落を野

放しにしたまま、所得補償でカバーしようとすれば、必要な予算は限り

なく膨らみ、制度の破たんは明らかです。

転作作物の補償を全国一律にし、多

くの作物でその水準を大幅に下げまし

た。麦、大豆の集団転作にたいする補

助金はバッサリ削られ、そのために集

落営農が崩壊の危機に立たされるケー

スが出ています。

自公政権と同様に2010年度も農業予算全体の

削減は続けたまま、必要な予算を切り刻んで、

財源をねん出しています。民主党政権は所得補

償制度を水田以外にも広げるとしていますが、

農業予算全体の削減を続けるなら、まったく実

現の見通しがありません。

●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。

（日刊紙2900円/日曜版800円）

民主党政権は、農産物輸入自由化に積極

的で、所得補償を自由化受け入れの条件づ

くりと明確に位置付けています。輸入自由

化によって農産物価格がいっそう低下した

ら、補償といっても穴のあいたバケツに水

を注ぐようなものです。
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農水省に要請を行う
もとむら伸子氏(写真右=4月30日)

台風被害の救済支援や、畜産酪農経営の支援について、農水省に要請する
など、愛知選挙区のもとむら伸子氏は、愛知の農家の声を届けています。



コメ -82%
穀類 -48%
肉類 -15%

民主党政権の農政の混迷の原因は、自公政権がすすめてきた輸入自由化を迫るア

メリカいいなりと、輸出大企業の利益が最優先で国内農業を切り捨てる財界いいな

り政治をただす姿勢がないからです。日本共産党は大もとから農政を変え、農業再

生の土台である、安心して生産に励める施策を提案しています。

○「不足払い制度」を導入し、所得補償を組み合わせて

１俵１万８千円前後を保障します。

○09年産米の暴落回避に３０万トン以上を緊急に買い入れます。

○水田の総合的な利用に国が思い切った支援を行います。

○畑作、畜産、果樹、野菜にも価格保障を導入します。

○日豪ＥＰＡはただちに中止し、日米ＦＴＡは断念させます。

○ＷＴＯ農業協定は根本から見直し、「食料主権」を保障する

貿易ルールをめざします。

○ミニマムアクセス米の「義務」的輸入は中止します。

○ＢＳＥ対策がずさんなアメリカ産牛肉の規制緩和を中止します。

○新規就農者支援の特別法を制定し、新たな担い手の参入・定着に国や

自治体、関係機関をあげてとりくみます。

○10年前の農業予算水準に戻して１兆円の財源をつくります。

ＪＡ豊橋組合長と懇談するもとむら
伸子予定候補（4月19日)

全中（全国農業協同組合中央会）の専務は日本共産党の党大会に来賓とし
て出席し、「大会決議案にある、各国の食料主権の確立などは、われわ
れの目指す方向と全く同じ」と語りました。日本共産党は、農業と農村
の再生をめざし、国民の共同をすすめます。


